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浄
業
法
師
碑
の
研
究
稲
岡
誓
純
一
、
善
導
大
師
に
関
す
る
史
料
と
し
て
は
宀
数
多
く
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
金
石
関
係
の
史
料
と
し
て
は
、
数
種
が
存
在
す
る
。
ま
ず
、
現
在
に
お
い
て
重
要
と
さ
れ
て
い
る
碑
文
は
、
①
『大
唐
実
際
寺
故
寺
主
懐
憚
奉
勅
贈
隆
闡
大
法
師
碑
銘
並
序
』
(
『金
石
萃
編
』
八
十
六
)
②
『河
洛
上
都
龍
門
之
陽
奉
先
寺
大
盧
舎
那
仏
像
龕
記
』
(
『金
石
萃
編
』
七
十
三
)
③
『唐
龍
興
大
徳
香
積
寺
主
浄
業
法
師
霊
塔
銘
並
序
』
(
『金
石
萃
編
』
七
十
五
)
の
三
碑
が
存
在
す
る
。
そ
の
ほ
か
、
④
『温
国
寺
故
大
徳
幽
法
師
塔
銘
並
序
』
(
『金
石
萃
編
』
八
十
二
)
⑤
『光
明
寺
慧
了
塔
銘
』
(
『金
石
萃
編
』
五
)
な
ど
が
存
在
し
て
い
る
。
浄
業
法
師
碑
の
研
究
一
佛
教
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
通
巻
第
十
八
號
二
こ
れ
ら
の
ほ
か
、
現
存
は
し
て
い
な
い
が
、
『寳
刻
叢
編
』
巻
七
に
い
う
と
こ
ろ
の
「京
兆
金
石
録
」
に
よ
る
と
、
碑
銘
の
み
で
は
あ
る
が
、
唐
慈
恩
寺
善
導
禅
師
塔
碑
僧
義
成
撰
李
振
方
正
書
永
隆
二
年
唐
慈
恩
寺
善
導
和
尚
塔
銘
僧
志
遇
撰
並
書
大
中
五
年
が
、
残
っ
て
い
る
。
　
　
　
こ
う
し
た
、
善
導
大
師
関
係
の
碑
文
に
つ
い
て
は
、
常
盤
大
定
・
関
野
貞
両
博
士
に
よ
っ
て
『支
那
仏
教
史
蹟
』
と
題
し
て
評
解
さ
れ
て
以
来
、
岩
井
大
慧
博
士
が
『
日
支
仏
教
史
論
攷
』
の
な
か
の
『善
導
伝
の
一
考
察
』
、
さ
ら
に
塚
本
善
隆
博
士
の
『金
石
文
に
見
え
た
る
善
導
と
道
綽
』
な
ど
に
よ
っ
て
取
り
扱
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
諸
先
生
が
た
は
、
善
導
大
師
の
伝
記
史
料
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
碑
文
の
う
ち
、
部
分
的
に
善
導
大
師
に
関
係
す
る
と
こ
ろ
の
み
を
扱
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
碑
文
自
体
を
詳
細
に
研
究
は
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
　
　
　
し
か
し
、
善
導
大
師
一
千
三
百
年
遠
忌
を
縁
と
し
て
、
大
正
大
学
の
金
子
寛
哉
先
生
が
、
隆
闡
大
法
師
碑
.
浄
業
法
師
碑
.
龍
門
の
大
盧
舎
那
仏
像
の
龕
記
の
試
訳
を
す
で
に
発
表
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
碑
文
自
体
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
ま
た
、
試
訳
を
試
み
ら
れ
た
こ
と
に
は
、
同
感
を
覚
え
る
が
、
実
際
に
意
味
内
容
の
詳
細
な
研
究
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、
い
ま
一
度
、
そ
れ
ぞ
れ
の
碑
文
自
体
の
一
字
一
字
を
慎
重
に
読
解
し
て
い
き
、
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
が
善
導
大
師
と
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
も
の
か
を
探
る
と
い
う
研
究
方
法
で
、
敢
え
て
、
私
は
こ
こ
に
浄
業
法
師
碑
の
解
読
を
試
み
る
の
で
あ
る
。
註
ω
常
盤
大
定
.
関
野
貞
両
博
士
は
、
明
治
三
十
九
年
か
ら
大
正
十
三
年
に
至
る
十
九
年
の
問
に
都
合
七
回
に
わ
た
り
、
中
国
各
地
を
踏
査
し
、
『支
那
仏
教
史
蹟
』
と
題
し
て
評
解
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
②
金
子
寛
哉
先
生
は
、
ま
ず
『日
中
浄
土
』
第
四
号
(
一
九
八
一
)
に
お
い
て
『
「唐
隆
闡
大
法
師
碑
銘
」
試
訳
』
と
し
て
、
発
表
さ
れ
、
同
じ
く
中
国
の
孫
浮
生
氏
の
「浄
土
源
流
善
導
大
師
香
積
寺
攷
」
、
「隆
闡
法
師
碑
考
察
文
」
等
を
『中
国
浄
土
教
論
集
』
と
し
て
編
集
さ
れ
て
お
ら
れ
る
な
か
、
こ
の
隆
法
師
碑
を
訳
し
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
『奉
先
寺
「盧
舎
那
仏
像
龕
記
」
に
つ
い
て
』
(大
正
大
学
研
究
紀
要
第
七
十
二
輯
)
と
し
て
、
盧
舎
那
仏
像
龕
記
を
試
訳
さ
れ
、
さ
ら
に
『浄
業
法
師
碑
を
め
ぐ
っ
て
』
(戸
松
教
授
古
稀
記
念
『浄
土
教
論
集
』
)
と
し
て
浄
業
法
師
碑
を
試
訳
し
て
お
ら
れ
る
。
二
、
①
『大
唐
実
際
寺
故
寺
主
懐
憚
奉
勅
贈
隆
闡
大
法
師
碑
銘
並
序
』
(
『金
石
萃
編
』
八
十
六
)
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
中
華
人
民
共
和
国
の
西
安
の
陝
西
省
博
物
館
(碑
林
)
の
第
二
室
に
陳
列
さ
れ
て
お
り
、
字
面
は
、
縦
約
一
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
・
横
八
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
一
行
六
十
五
字
、
三
十
四
行
の
行
書
体
で
、
行
間
に
は
縦
線
が
刻
入
さ
れ
、
総
字
数
二
二
〇
〇
字
近
く
の
碑
文
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
碑
文
は
清
代
の
王
昶
の
『金
石
萃
編
』
八
十
六
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
我
々
浄
土
教
に
携
わ
っ
て
い
る
者
は
、
こ
の
碑
文
を
善
導
大
師
と
め
関
わ
り
を
も
っ
て
取
り
扱
っ
て
い
る
が
、
『算
州
山
人
続
稿
』
巻
第
二
に
は
、
筆
法
は
円
微
、
王
羲
之
の
聖
教
序
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『石
墨
鐫
華
』
巻
第
四
に
は
、
浄
業
法
師
碑
の
研
究
三
佛
教
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
通
巻
第
十
八
號
四
こ
の
碑
は
行
書
、
聖
教
序
に
源
由
し
、
婉
媚
に
し
て
、
纒
繞
(
つ
る
草
)
の
よ
う
で
あ
る
。
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
碑
林
に
陳
列
さ
れ
て
い
る
理
由
は
、
唐
代
の
行
書
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、
日
本
に
お
い
て
は
、
塚
田
康
信
氏
の
『西
安
碑
林
の
研
究
』
に
は
、
全
体
的
に
は
清
澄
で
気
品
の
高
い
格
調
美
を
展
開
し
、
行
書
の
瀟
洒
美
を
逐
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
と
い
い
、
現
代
の
中
国
に
お
い
て
は
、
陝
西
省
博
物
館
よ
り
『西
安
碑
林
書
法
芸
術
』
が
、
一
九
八
三
年
一
〇
月
に
刊
行
さ
れ
、
そ
の
中
に
、
西
安
碑
林
に
保
存
さ
れ
て
い
る
唐
代
の
行
書
の
名
碑
の
一
つ
と
し
て
、
写
真
入
り
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
②
『河
洛
上
都
龍
門
之
陽
奉
先
寺
大
盧
舎
那
仏
像
龕
記
』
(
『金
石
萃
編
』
七
十
三
)
に
つ
い
て
は
、
高
宗
皇
帝
.
則
天
武
后
の
発
願
に
よ
っ
て
、
洛
陽
の
龍
門
に
、
大
盧
舎
那
仏
を
建
立
し
た
と
き
の
造
像
銘
で
あ
る
。
そ
の
な
か
、
奉
勅
検
校
西
京
実
際
寺
善
道
禅
師
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
善
導
大
師
が
龍
門
の
大
盧
舎
那
仏
造
立
の
た
め
の
、
検
校
(監
督
)
と
い
う
職
に
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
行
跡
は
、
善
導
大
師
の
多
く
の
伝
記
史
料
に
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
龕
記
は
、
彼
の
貴
重
な
行
跡
を
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
三
、
さ
て
、
③
『唐
龍
興
大
徳
香
積
寺
主
浄
業
法
師
霊
塔
銘
並
序
』
(
『金
石
萃
編
』
七
十
五
)
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
六
年
八
月
に
中
国
に
お
い
て
『長
安
仏
教
研
究
叢
書
』
と
し
て
『香
積
寺
』
が
刊
行
さ
れ
、
そ
れ
に
は
主
要
な
三
碑
文
(隆
闡
大
師
碑
・
浄
業
法
師
碑
・
龍
門
の
大
盧
舎
那
仏
像
の
龕
記
)
が
付
録
と
し
て
収
載
さ
れ
た
。
ま
た
一
九
八
六
年
六
月
に
は
、
陝
西
人
民
出
版
社
よ
り
『西
安
碑
林
』
が
刊
行
さ
れ
、
そ
の
中
の
第
五
の
塔
銘
・
経
幢
・
造
象
碑
の
項
の
塔
銘
の
第
三
番
目
に
浄
業
法
師
碑
が
「香
積
寺
塔
銘
」
と
し
て
写
真
二
枚
を
付
し
て
説
明
を
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
て
、
現
在
こ
の
浄
業
法
師
碑
は
、
こ
こ
数
年
よ
り
、
西
安
碑
林
に
は
存
在
す
る
が
、
一
般
的
に
は
未
整
理
の
た
め
み
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
さ
れ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
二
、
、
三
年
前
よ
り
碑
林
で
拓
本
が
売
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
前
に
述
べ
た
『西
安
碑
林
』
に
お
い
て
は
、
碑
林
五
室
の
外
東
壁
に
あ
る
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
高
さ
六
十
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
七
十
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
一
行
二
十
四
字
の
総
二
十
六
字
の
楷
書
体
で
、
周
囲
に
は
花
紋
が
施
し
て
い
る
と
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
『西
安
碑
林
』
に
よ
る
と
、
も
と
も
と
陝
西
省
長
安
県
の
神
禾
原
の
香
積
寺
内
に
存
在
し
て
い
た
が
、
解
放
後
、
西
安
碑
林
に
入
蔵
さ
れ
た
と
あ
る
。
浄
業
法
師
碑
の
研
究
五
佛
教
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
通
巻
第
十
八
號
六
四
、
さ
て
、
『大
唐
龍
興
大
徳
香
積
寺
主
浄
業
法
師
霊
塔
銘
並
序
』
(
『金
石
萃
編
』
七
十
五
)
の
解
読
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
、
本
文
を
記
し
、
そ
し
て
訓
読
を
試
み
、
さ
ら
に
そ
の
意
味
・
内
容
と
い
う
体
裁
で
、
抑
え
る
こ
と
に
す
る
。
《
原
文
》
　
大
唐
龍
興
大
徳
香
積
寺
主
浄
業
法
師
霊
塔
銘
並
序
、
正
字
畢
彦
雄
文
」
《訓
読
》
大
唐
の
龍
興
の
大
徳
、
香
積
寺
主
浄
業
法
師
の
霊
塔
銘
並
び
に
序
、
正
字
の
畢
彦
雄
の
文
な①
正
字
『旧
唐
書
』
巻
四
十
四
職
官
志
三
、
『新
唐
書
』
巻
四
十
七
百
官
志
二
校
書
十
人
の
な
か
の
正
字
四
人
の
こ
と
《
原
文
》
　禅
月
西
隠
、
戒
灯
東
紹
。
談
真
利
俗
、
稀
代
称
賢
。
智
炬
増
輝
、
法
師
一
人
L
矣
。
《
訓
読
》
禅
月
は
西
に
隠
れ
、
戒
灯
東
に
紹
く
。
真
を
談
じ
て
俗
を
利
す
。
稀
代
に
し
て
賢
と
称
す
。
智
炬
増
輝
す
る
は
、
法
師
一
人
な
り
。
《文
意
》
禅
月
は
西
に
隠
れ
、
戒
の
灯
し
び
は
東
に
か
が
や
く
。
真
理
を
談
じ
て
俗
人
(衆
生
)
を
教
化
利
益
し
、
当
世
に
お
い
て
は
賢
人
と
呼
ば
れ
、
智
慧
の
炬
火
を
ま
す
ま
す
輝
か
せ
る
の
は
、
浄
業
法
師
そ
の
人
で
あ
ろ
う
。
註①
禅
月
は
西
に
隠
れ
、
戒
の
灯
し
び
は
東
に
か
が
や
く
。
真
理
を
談
じ
て
俗
人
(衆
生
)
を
教
化
利
益
す
る
と
の
類
似
の
文
が
敦
煌
文
書
に
あ
る
と
牧
田
諦
亮
博
士
は
、
「善
導
大
師
と
中
国
浄
土
教
」
(
『京
都
女
子
学
園
仏
教
文
化
研
究
所
「研
究
紀
要
」
』
第
十
一
号
)
に
い
わ
れ
て
い
る
。
《
原
文
》
法
師
諱
象
、
宇
浄
業
・
趙
姓
・
族
鄭
水
・
袋
騨
・
冠
冕
相
輝
・
才
名
L
継
美
・
因
官
徒
属
・
今
黏
兆
人
也
・
父
即
・
や
馬
浄
業
法
師
碑
の
研
究
・
七
佛
教
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
通
巻
第
十
八
號
入
　
　
ゆ
監
。
沈
黙
攸
伝
、
安
昇
適
」
務
。
時
英
間
出
。
奔
葉
於
儒
門
、
従
法
化
生
。
独
鐘
於
釈
子
。
法
師
即
監
之
L
仲
子
也
。
器
宇
恢
嶷
、
風
儀
　
宏
偉
。
長
河
毓
量
、
汪
然
括
地
之
姿
、
秀
岳
標
L
形
。
峻
矣
。
干
天
之
気
。
飴
年
慕
法
、
弱
冠
辞
栄
。
《訓
読
》
法
師
の
諱
は
象
、
宇
は
浄
業
、
趙
姓
に
し
て
、
族
は
天
水
に
著
る
。
代
々
、
南
陽
に
家
し
、
冠
冕
相
い
輝
き
、
才
名
美
を
継
ぐ
。
官
に
て
ん
因
り
て
徙
属
し
、
今
、
京
兆
の
人
と
為
る
。
父
は
辿
、
天
馬
監
な
り
。
沈
黙
伝
う
る
攸
、
安
昇
務
に
適
う
。
時
英
は
間
出
す
。
奔
葉
儒
門
に
於
い
て
、
法
に
従
っ
て
生
を
化
す
。
独
り
釈
子
を
鍾
む
。
,法
師
は
即
ち
監
の
仲
子
な
り
。
器
宇
は
恢
嶷
に
し
て
、
風
儀
は
宏
偉
な
り
。
長
河
の
毓
く
む
量
は
汪
然
と
し
て
、
地
を
括
す
る
姿
は
、
岳
よ
り
秀
で
て
形
を
標
す
。
峻
な
り
。
天
を
干
す
気
な
り
。
賠
年
に
し
て
法
を
慕
い
、
弱
冠
に
し
て
栄
を
辞
す
。
《文
意
》
浄
業
法
師
の
諱
は
象
、
宇
は
浄
業
、
趙
姓
に
し
て
、
一
族
は
天
水
(甘
粛
省
)
で
名
高
か
っ
た
。
代
々
、
家
は
南
陽
(河
南
省
)
に
あ
っ
て
、
官
職
の
家
で
あ
り
、
家
柄
は
光
り
輝
い
て
い
た
。
才
能
や
名
声
は
受
け
継
が
れ
、
官
に
就
く
に
し
た
が
っ
て
、
現
在
は
京
兆
(都
)
て
ん
の
人
と
な
っ
た
。
父
は
辿
と
い
い
、
天
馬
監
と
い
う
役
人
で
あ
り
、
あ
ま
り
口
数
が
多
く
な
か
っ
た
と
伝
え
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
任
て
ん
務
は
父
の
辿
の
性
格
に
適
っ
て
い
た
。
当
世
に
お
い
て
は
、
賢
人
は
し
ば
し
ば
出
る
も
の
で
あ
る
。
彼
の
家
は
代
々
、
儒
者
で
あ
っ
た
アつ
が
、
父
の
辿
は
仏
法
に
従
っ
て
衆
生
を
教
化
し
、
こ
こ
に
い
た
っ
て
浄
業
が
鐘
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
(浄
業
)
法
師
は
即
ち
監
の
仲
子
(次
男
)
で
あ
っ
た
。
そ
の
人
柄
は
心
が
広
く
徳
が
高
く
、
風
彩
は
た
い
へ
ん
立
派
で
あ
っ
た
。
ま
る
で
長
河
の
豊
か
な
流
れ
は
大
地
を
た
ば
ね
、
そ
の
姿
は
山口同
い
山
岳
よ
り
秀
で
て
、
形
は
け
わ
し
く
天
を
干
す
く
ら
い
の
気
運
で
あ
る
く
ら
い
で
あ
っ
た
。
浄
業
法
師
は
髫
年
に
し
て
仏
法
を
慕
い
、
そ
し
て
弱
冠
(二
十
歳
)
に
し
て
、
娑
婆
の
世
界
を
辞
し
て
出
家
し
た
の
で
あ
る
。
註①
天
水
甘
粛
省
天
水
県
②
南
陽
河
南
省
南
陽
③
京
兆
長
安
の
こ
と
④
廸
辿
の
字
で
あ
ろ
う
⑤
天
馬
監
天
子
の
馬
を
監
督
す
る
職
位
⑥
奔
葉
代
々
の
意
『新
唐
書
』
X
1.10
1
袁
朗
伝
に
卿
忠
○
と
あ
る
。
⑦
釈
子
釈
迦
の
教
え
を
奉
ず
る
子
供
の
こ
と
⑧
恢
嶷
恢
は
志
し
が
大
き
い
こ
と
、
嶷
は
徳
が
高
く
深
I1G[な
こ
と
⑨
賠
年
童
年
の
称
で
あ
る
《
原
文
》
齦同宗
忌
尿
諍
落
髪
蠶
吉
、
旋
登
法
座
響
・
疑
諦
龍
姦
L
念
定
生
因
・
霧
理
要
・
法
師
羅
玄
津
早
開
　
霊
鍵
、
入
如
来
密
蔵
、
践
L
菩
薩
空
門
。
凡
所
闡
揚
、
無
不
悦
可
。
歎
未
曾
有
。
発
菩
提
心
、
稟
其
帰
L
戒
者
、
日
逾
千
計
。
法
師
博
濟
冥
壊
漸
利
物
.
嘗
以
謬
既
没
、
法
僧
L
為
本
・
毎
至
元
正
創
啓
・
周
飾
霧
広
延
亠。同
僧
・
転
聾
讚
蠢
ハ勝
会
・
L
法
服
精
浄
業
法
師
碑
の
研
究
九
佛
教
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
通
巻
第
十
八
號
一
〇
鮮
、
受
用
道
資
、
出
於
百
品
。
預
茲
位
者
、
応
其
成
数
。
所
施
之
物
、
L
各
発
一
願
、
願
力
宏
博
、
量
其
志
焉
。
風
雨
不
已
、
廿
餘
載
。
菩
薩
以
定
慧
L
力
、
而
大
捨
法
財
、
此
之
謂
也
。
無
適
非
可
、
住
必
営
建
、
厥
功
居
多
、
思
力
L
如
竭
。
《
訓
読
》
高
宗
の
忌
辰
に
階
に
あ
た
っ
て
落
彩
し
、
緇
を
被
る
こ
と
七
日
、
旋
と
法
座
に
登
り
、
観
経
.
疑
論
は
玄
微
を
剖
析
し
、
念
定
を
生
因
と
し
、
理
要
を
抑
揚
す
。
法
師
は
夙
に
、
玄
津
に
棹
し
、
早
く
霊
鍵
を
開
き
、
如
来
の
密
蔵
に
入
り
、
菩
薩
の
空
門
を
践
む
。
凡
そ
闡
揚
す
る
所
、
悦
可
せ
ざ
る
こ
と
無
し
。
未
曾
有
な
り
と
歎
ず
。
菩
提
心
を
発
こ
し
、
其
の
帰
戒
を
稟
け
る
者
は
、
日
に
千
計
を
逾
ゆ
。
法
師
は
博
く
冥
懐
を
濟
い
、
沖
か
に
利
物
を
も
っ
て
す
。
嘗
て
大
雄
、
既
に
没
す
る
を
以
っ
て
、
法
と
僧
を
本
と
す
。
元
正
に
至
る
毎
に
創
啓
す
。
浄
場
を
周
飾
し
、
広
く
高
僧
を
延
べ
、
真
誥
を
転
読
し
、
荐
り
に
勝
会
を
興
す
。
法
服
は
精
鮮
に
し
て
、
道
資
を
受
用
し
、
百
品
を
出
す
。
茲
の
位
に
預
か
る
者
は
、
応
に
其
の
数
を
成
す
べ
し
。
施
す
所
の
物
は
、
各
々
一
願
を
発
す
。
願
力
宏
博
に
し
て
、
其
の
志
を
量
ら
ん
。
風
雨
巳
ま
ざ
る
こ
と
二
十
餘
載
。
菩
薩
定
慧
の
力
を
以
っ
て
、
法
財
を
大
捨
す
る
と
は
、
此
れ
之
れ
を
謂
う
な
り
。
適
と
し
て
可
に
非
ら
ざ
る
は
無
く
、
住
ま
れ
ば
必
ず
営
建
す
。
厥
の
功
、
多
き
に
居
り
、
思
う
に
力
は
竭
く
す
が
如
し
。
《文
意
》
浄
業
法
師
は
高
宗
の
忌
辰
の
年
(六
八
三
)
に
陛
下
の
御
前
で
出
家
を
し
、
黒
衣
を
被
着
す
る
こ
と
は
わ
ず
か
七
日
間
で
あ
っ
て
、
た
ち
ま
ち
法
座
に
登
り
、
『観
無
量
寿
経
』
・
『釈
浄
土
群
疑
論
』
の
奥
深
い
思
想
を
理
解
し
た
の
で
あ
る
。
念
仏
と
禅
定
と
を
生
因
と
し
、
そ
の
理
の
要
を
抑
揚
す
。
法
師
は
つ
と
に
玄
津
(奥
深
い
真
理
)
に
棹
し
、
ま
た
早
く
霊
鍵
を
開
き
、
如
来
の
密
蔵
に
入
り
、
菩
薩
の
空
門
を
実
践
し
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
彼
が
闡
揚
す
る
所
は
、
教
え
を
受
け
た
人
を
悦
ば
せ
な
か
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
さ
し
く
未
曾
有
の
こ
と
で
あ
る
と
歎
じ
た
。
浄
業
法
師
の
教
え
を
受
け
て
、
菩
提
心
を
発
こ
し
、
戒
に
帰
す
る
者
は
、
一
日
に
千
人
以
上
に
も
及
ん
だ
。
法
師
は
博
く
悩
ん
で
い
る
人
た
ち
を
濟
い
、
深
く
も
の
を
利
益
し
た
の
で
あ
る
。
む
か
し
、
既
に
大
雄
(釈
尊
)
は
亡
く
な
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
法
と
僧
と
を
本
と
し
、
毎
年
の
正
月
ご
と
に
法
会
を
創
啓
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
道
場
を
浄
く
荘
厳
を
か
ざ
り
、
高
僧
を
招
い
て
さ
か
ん
に
法
会
を
開
延
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
『真
誥
』
を
転
読
し
た
り
、
ま
た
そ
の
法
服
は
精
鮮
に
さ
れ
、
道
資
を
受
用
し
、
百
品
を
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
位
に
預
か
る
者
は
、
ち
ょ
う
ど
其
の
数
を
成
し
た
の
で
あ
る
。
施
さ
れ
た
も
の
に
は
、
各
々
一
願
を
発
し
、
そ
の
願
力
宏
博
に
し
て
、
そ
の
志
を
量
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
法
会
は
二
十
餘
年
間
続
き
、
菩
薩
の
定
慧
の
力
を
以
っ
て
、
法
財
を
大
捨
す
る
こ
と
で
、
こ
の
こ
と
を
謂
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
住
む
と
こ
ろ
が
適
当
で
な
く
、
ま
た
良
く
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
を
必
ず
営
建
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
功
徳
の
あ
っ
た
住
ま
い
は
数
多
く
、
思
う
に
全
力
を
つ
く
さ
れ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
註①
高
宗
の
忌
辰
六
八
三
年
、
高
宗
の
崩
御
さ
れ
た
年
②
方
階
落
彩
陛
下
の
御
前
で
出
家
す
る
こ
と
③
緇
を
被
る
黒
衣
を
き
る
こ
と
。
僧
侶
の
最
低
の
位
に
つ
く
こ
と
④
観
経
・
疑
論
『観
無
量
寿
経
』
・
『釈
浄
土
群
疑
論
』
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
⑤
剖
析
玄
微
奥
深
い
真
理
を
理
解
解
決
す
る
こ
と
玄
微
を
元
微
と
す
る
は
、
避
諱
で
あ
る
⑥
践
実
践
す
る
こ
と
⑦
沖
用
利
物
深
く
用
い
る
こ
と
、
衆
生
救
済
の
こ
と
浄
業
法
師
碑
の
研
究
=
佛
教
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
通
巻
第
十
八
號
一
二
⑧
大
雄
釈
尊
の
こ
と
⑨
真
誥
『真
誥
』
七
篇
二
十
巻
梁
の
道
士
陶
弘
景
が
編
集
し
た
道
教
上
清
派
の
中
心
経
典
《原
文
》
粤
廻
和
元
年
、
龍
集
壬
子
、
而
身
見
微
疾
、
心
清
志
凝
。
夫
依
風
以
L
興
。
随
煙
而
散
。
来
既
無
所
、
去
復
何
帰
。
夏
六
月
十
五
日
、
誡
誨
門
賢
・
端
L
坐
騨
・
念
仏
告
滅
・
鳴
呼
・
生
歴
辛
有
八
・
即
以
其
年
+
月
二
+
吾
、
L
墅
于
神
禾
原
大
善
導
闍
梨
域
内
、
崇
霊
塔
也
・
道
臨
湊
・
欝
盈
L
衢
・
不
可
制
止
者
・
億
百
千
矣
・
叩
人
畢
等
、
乃
追
芳
舊
簡
.
鯉
美
遺
編
、
L
永
言
風
軌
、
思
崇
　
　
前
迹
、
空
留
鎖
骨
之
形
、
敢
勒
銖
衣
之
石
。
《
訓
読
》
粤
に
延
和
元
年
、
龍
集
壬
子
の
年
に
い
た
っ
て
、
身
に
微
疾
を
見
、
心
清
く
志
凝
す
。
夫
れ
風
に
依
っ
て
以
っ
て
興
る
。
煙
に
随
っ
て
散
ず
。
来
る
こ
と
既
に
所
無
く
＼
去
る
こ
と
復
た
何
ぞ
帰
せ
ん
。
夏
六
月
十
五
日
、
門
賢
に
誠
誨
し
、
端
坐
磴
視
し
て
、
念
仏
を
し
て
滅
を
告
ぐ
。
鳴
呼
。
生
歴
五
十
有
八
。
即
ち
其
の
年
の
十
月
二
十
五
日
、
神
禾
原
の
大
善
導
闍
梨
域
内
に
陪
窪
し
て
、
霊
塔
を
崇
く
す
る
な
り
。
道
俗
は
聞
湊
し
、
號
腕
衢
に
盈
つ
。
制
止
す
べ
か
ら
ざ
る
者
、
億
百
千
な
り
。
門
人
思
項
等
、
乃
ち
舊
簡
を
追
芳
し
、
美
を
掠
い
編
を
遺
し
、
永
く
風
軌
を
言
え
、
思
い
は
前
迹
を
崇
び
、
空
し
く
鎖
骨
の
形
を
留
め
、
敢
え
て
銖
衣
の
石
に
勒
す
。
《
文
意
》
こ
う
し
て
延
和
元
年
(七
一
二
)
、
龍
集
壬
子
の
年
に
い
た
っ
て
、
浄
業
法
師
の
身
体
に
微
疾
が
あ
ら
わ
れ
た
が
、
し
か
し
、
心
は
清
く
志
ざ
し
は
凝
ら
さ
れ
て
い
た
。
「
こ
の
こ
と
は
無
常
の
風
に
依
っ
て
興
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
煙
に
隨
が
っ
て
散
ず
る
こ
と
で
も
あ
る
。
来
る
と
い
う
こ
と
は
も
う
既
に
無
く
、
去
る
と
い
う
こ
と
は
ど
う
し
て
復
た
帰
ろ
う
と
す
る
の
か
、
一
人
旅
で
あ
る
。
」
夏
六
月
十
五
日
に
、
門
人
・
賢
人
に
誡
誨
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
様
子
は
端
坐
し
て
眼
を
凝
ら
さ
れ
、
念
仏
を
し
て
入
滅
を
つ
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
鳴
呼
。
生
歴
五
十
有
八
。
す
な
わ
ち
其
の
年
の
十
月
二
十
五
日
、
神
禾
原
の
大
善
導
閣
梨
域
内
に
陪
窪
さ
れ
、
霊
塔
を
崇
く
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
時
、
道
俗
の
人
と
声
は
ち
ま
た
に
ま
で
み
ち
、
そ
れ
ら
を
制
止
で
き
な
い
人
々
が
非
常
に
大
勢
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
門
人
の
思
項
等
が
、
舊
い
書
簡
を
探
し
だ
し
て
、
そ
の
中
よ
り
美
し
い
も
の
を
拾
い
遺
し
て
、
永
く
浄
業
法
師
の
風
軌
を
賛
た
え
、
そ
の
思
い
は
前
跡
を
崇
ん
で
、
そ
し
て
あ
え
て
粗
末
な
石
に
彫
り
遺
し
た
の
で
あ
る
。
註①
延
和
元
年
龍
集
壬
子
七
一
二
年
②
磴
視
磴
は
み
つ
め
る
の
意
③
陪
窪
于
神
禾
原
大
善
導
闍
梨
域
内
、
崇
霊
塔
也
陪
は
土
を
も
り
あ
げ
高
く
す
る
こ
と
で
、
窪
は
ほ
う
む
る
こ
と
。
大
善
導
闍
梨
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
善
導
大
師
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
の
読
み
に
関
し
て
は
後
に
述
べ
る
。
④
聞
湊
關
は
満
の
こ
と
⑤
號
椀
盈
衢
悲
し
み
に
歎
い
た
人
々
が
街
中
に
あ
ふ
れ
る
こ
と
⑥
門
人
思
項
不
明
な
り
⑦
鐐
美
遺
編
古
い
記
載
を
探
し
そ
の
中
よ
り
(浄
業
法
師
を
)
ほ
め
た
た
え
る
も
の
を
拾
い
遺
す
こ
と
浄
業
法
師
碑
の
研
究
"
=
二
佛
教
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
通
巻
第
十
八
號
一
四
⑧
鎖
骨
之
形
鎖
骨
と
は
菩
薩
(肉
体
)
の
こ
と
⑨
勒
銖
衣
之
石
粗
末
な
石
に
刻
み
遺
す
こ
と
《
原
文
》
其
銘
日
・
」
仏
勗
隠
・
賢
雲
乃
生
・
伝
持
正
法
・
必
轟
英
・
時
英
伊
何
・
猗
嗟
、
上
人
。
捐
躯
利
物
、
愛
道
忘
身
。
鯉
而
不
磔
、
塑
而
不
緇
。
博
済
羣
有
、
是
真
法
師
。
定
慧
通
悟
、
檀
那
上
施
。
願
力
宏
廣
、
成
無
住
義
。
応
真
而
来
、
代
謝
而
往
。
哀
哀
門
人
、
撫
臂
　
　
何
仰
。
霊
徳
若
在
、
休
風
可
想
。
敢
勒
遺
鹿
、
銘
徽
泉
壊
。
L
　開
元
十
二
年
甲
子
之
歳
六
月
十
五
日
建
L
《
訓
読
》
其
の
銘
曰
く
、
仏
日
既
に
隠
れ
、
賢
雲
乃
ち
生
ず
。
伝
持
す
る
正
法
、
必
ず
時
英
に
寄
す
。
時
英
は
伊
何
、
猗
嗟
、
上
人
の
み
と
。
軅
を
捐
し
て
物
を
利
釦
、
道
を
愛
し
て
身
を
忘
る
。
磨
て
磔
せ
ず
、
涅
し
て
緇
か
ら
ず
。
博
く
羣
有
を
済
う
は
、
是
れ
真
の
法
師
な
り
。
定
慧
通
悟
し
、
檀
那
は
施
を
上
る
。
願
力
帳
宏
廣
に
し
て
、
無
住
義
を
成
ず
。
真
に
応
じ
て
来
た
り
、
代
謝
し
て
往
く
。
哀
哀
の
門
人
、
臂
を
撫
で
て
何
ぞ
仰
ん
。
霊
徳
若
し
在
っ
て
、
休
風
想
う
べ
し
。
敢
え
て
遺
鹿
を
勒
し
て
、
銘
を
泉
壊
に
徽
す
。
開
元
十
二
年
甲
子
之
歳
六
月
十
五
日
に
建
つ
《
文
意
》
其
の
銘
に
い
う
。
「仏
(釈
尊
)
に
加
護
さ
れ
た
日
々
は
す
で
に
隠
れ
た
が
、
賢
雲
(浄
業
法
師
)
が
そ
こ
で
生
ま
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
法
師
が
伝
持
さ
れ
た
正
法
は
、
必
ず
時
英
に
寄
す
も
の
で
あ
る
。
時
英
と
は
な
ん
で
あ
ろ
う
か
。
猗
嗟
、
上
人
(浄
業
法
師
)
だ
け
で
あ
る
。
上
人
は
躯
を
捐
し
て
衆
生
を
利
益
さ
れ
た
。
ま
た
仏
道
を
愛
し
て
自
分
の
身
を
忘
れ
ら
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
自
分
を
磨
い
て
磔
し
な
い
で
、
ま
た
涅
し
て
く
ら
く
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
博
く
羣
有
(衆
生
)
を
済
わ
れ
た
こ
と
は
、
是
れ
真
の
法
師
で
あ
る
。
定
と
慧
に
も
通
悟
さ
れ
、
檀
那
た
ち
は
布
施
を
た
て
ま
つ
っ
た
つ
法
師
の
願
力
は
宏
廣
で
あ
っ
て
、
無
住
義
を
成
じ
た
。
真
に
応
じ
て
生
ま
れ
て
来
た
り
、
代
謝
し
て
往
か
れ
る
で
あ
る
。
悲
嘆
に
く
れ
た
哀
哀
の
門
人
た
ち
は
、
臂
を
撫
で
て
ど
う
し
て
法
師
を
仰
こ
う
と
す
る
か
。
も
し
法
師
の
霊
徳
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
無
常
の
風
が
止
む
こ
と
を
想
う
べ
き
で
あ
る
。
ど
う
か
し
て
浄
業
法
師
の
遺
鹿
を
勒
し
て
、
そ
の
銘
を
こ
の
暝
い
世
の
中
に
徴
し
遺
す
も
の
で
あ
る
。
開
元
十
二
年
甲
子
の
歳
(七
二
四
)
六
月
十
五
日
に
建
つ
註①
時
英
そ
の
時
代
に
秀
い
で
た
ひ
と
こ
こ
で
は
浄
業
法
師
②
磨
而
不
磔
身
を
す
り
へ
ら
す
こ
と
③
涅
而
不
緇
暗
く
染
ま
る
こ
と
④
遺
鹿
偉
大
な
こ
と
⑤
銘
徽
泉
壊
冥
土
の
灯
火
に
す
る
こ
と
⑥
開
元
十
二
年
甲
子
之
歳
六
月
十
五
日
に
建
七
二
四
年
で
あ
り
、
こ
の
年
は
ち
ょ
う
ど
浄
業
法
師
滅
後
二
十
二
年
目
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
二
十
三
回
忌
の
祥
月
祥
当
の
命
日
で
あ
る
。
浄
業
法
師
碑
の
研
究
一
五
佛
教
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
通
巻
第
十
八
號
一
六
以
上
、
『大
唐
龍
興
大
徳
、
香
積
寺
主
浄
業
法
師
霊
塔
銘
並
序
、
』
す
な
わ
ち
、
『浄
業
法
師
碑
』
を
解
読
し
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
全
体
の
内
容
を
こ
こ
で
ま
と
め
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
浄
業
法
師
の
諱
は
象
、
宇
は
浄
業
、
趙
姓
に
し
て
、
一
族
は
天
水
(甘
粛
省
)
で
名
高
か
っ
た
。
代
々
、
家
は
南
陽
(河
南
省
)
に
あ
っ
て
、
官
職
の
家
で
あ
り
、
家
柄
は
光
り
輝
い
て
い
た
。
才
能
や
名
声
は
受
け
継
が
れ
、
官
に
就
く
に
し
た
が
っ
て
、
現
在
は
京
兆
(都
)
の
人
と
な
っ
た
。
父
は
辿
と
い
い
、
天
馬
監
と
い
う
役
人
で
あ
り
、
彼
の
家
は
代
々
、
儒
者
で
あ
っ
た
。
父
の
辿
は
仏
法
に
従
っ
て
衆
生
を
教
化
し
、
こ
こ
に
い
た
っ
て
浄
業
が
鍾
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
(浄
業
)
法
師
は
監
の
仲
子
(次
男
)
で
あ
っ
た
。
そ
の
人
柄
は
心
が
広
く
徳
が
高
く
、
風
彩
は
た
い
へ
ん
立
派
で
あ
っ
た
。
法
師
は
髫
年
に
し
て
仏
法
を
慕
い
、
そ
し
て
弱
冠
(二
十
歳
)
に
し
て
、
娑
婆
の
世
界
を
辞
し
て
出
家
し
た
の
で
あ
る
。
(
浄
業
)
法
師
は
高
宗
の
忌
辰
の
年
(六
八
三
)
に
出
家
を
し
、
黒
衣
を
被
着
す
る
こ
と
は
、
わ
ず
か
七
日
間
で
あ
っ
て
、
た
ち
ま
ち
法
座
に
登
り
、
『観
無
量
寿
経
』
・
『釈
浄
土
群
疑
論
』
の
奥
深
い
思
想
を
理
解
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
(浄
業
)
法
師
の
教
え
を
受
け
て
、
菩
提
心
を
発
こ
し
、
戒
に
帰
す
る
者
は
、
一-日
に
千
人
以
上
に
も
及
ん
だ
。
法
師
は
博
く
悩
ん
で
い
る
人
た
ち
を
濟
い
、
深
く
も
の
を
利
益
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
毎
年
の
正
月
ご
と
に
道
場
を
浄
く
荘
厳
を
か
ざ
り
、
高
僧
を
招
い
て
さ
か
ん
に
法
会
を
開
延
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
法
会
は
二
十
餘
年
間
続
き
、
菩
薩
の
定
慧
の
力
を
以
っ
て
、
法
財
を
大
捨
す
る
こ
と
で
、
こ
の
こ
と
を
謂
う
の
で
あ
る
。さ
ら
に
、
延
和
元
年
(七
一
二
)
、
龍
集
壬
子
の
年
に
い
た
っ
て
、
(浄
業
)
法
師
の
身
体
に
微
疾
が
あ
ら
わ
れ
、
夏
六
月
十
五
日
に
、
門
人
・
賢
人
に
誡
誨
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
様
子
は
、
端
坐
し
て
眼
を
凝
ら
し
、
念
仏
を
し
て
入
滅
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
、
五
十
有
八
歳
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
年
の
十
月
二
十
五
日
、
神
禾
原
の
大
善
導
闍
梨
域
内
に
陪
窪
さ
れ
、
霊
塔
を
崇
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
時
の
道
俗
は
嘆
き
、
路
に
ま
で
あ
ふ
れ
、
そ
れ
ら
を
制
止
で
き
な
い
人
々
が
非
常
に
大
勢
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
門
人
の
思
瑣
等
が
、
(浄
業
)
法
師
の
舊
い
書
簡
を
探
し
だ
し
て
、
そ
の
中
よ
り
美
し
い
も
の
を
拾
い
遺
し
て
、
永
く
(浄
業
)
法
師
の
風
軌
を
賛
た
え
、
そ
の
前
跡
を
思
い
崇
が
め
て
、
そ
し
て
あ
え
て
粗
末
な
石
に
彫
り
遺
し
た
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後
に
こ
の
牌
銘
は
、
開
元
十
二
年
甲
子
の
歳
(七
二
四
)
の
六
月
十
五
日
、
つ
ま
り
浄
業
法
師
の
二
十
三
回
忌
の
祥
月
祥
当
の
命
日
に
建
て
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
五
、
以
上
の
よ
う
に
、
『大
唐
龍
興
大
徳
香
積
寺
主
浄
業
法
師
霊
塔
銘
並
序
』
を
自
分
な
が
ら
に
解
読
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
い
く
つ
か
の
問
題
点
が
生
じ
て
き
た
の
で
あ
る
。
第
一
に
読
み
方
と
し
て
、
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
は
、
本
文
の
十
八
行
目
の
陪
窪
于
神
禾
原
大
善
導
闍
梨
域
内
崇
霊
塔
也
と
い
う
と
こ
ろ
の
読
み
方
で
あ
る
。
こ
こ
の
と
こ
ろ
は
、
『大
唐
実
際
寺
故
寺
主
懐
憚
法
勅
贈
隆
闡
大
法
師
碑
銘
並
序
』
に
も
爰
思
宅
兆
、
式
建
墳
塋
、
遂
於
鳳
城
南
神
和
原
、
崇
霊
塔
也
。
と
い
う
同
じ
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
関
連
さ
せ
て
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
常
盤
大
定
博
士
の
『支
那
仏
教
史
蹟
』
第
1
(
1
O
l
頁
)
4
『支
那
仏
教
の
研
究
』
第
一
(四
六
八
頁
)
に
お
い
て
は
、浄
業
法
師
碑
の
研
究
、
一
七
佛
教
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
通
巻
第
十
八
號
一
八
延
和
元
年
(七
一
二
)
念
仏
し
つ
つ
滅
を
告
げ
、
そ
の
年
に
神
禾
原
の
大
善
導
闍
梨
の
域
内
に
陪
窪
し
、
霊
塔
を
崇
く
す
と
あ
る
。
と
、
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
読
み
方
を
す
る
学
者
は
牧
田
諦
亮
博
士
や
、
金
子
寛
哉
先
生
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
望
月
信
享
博
士
の
『中
国
浄
土
教
理
史
』
(二
五
〇
頁
)
に
は
、
浄
業
は
諱
を
象
と
い
ひ
、
延
和
元
年
(七
一
二
)
六
月
端
坐
磴
視
し
て
念
仏
し
、
年
五
十
八
を
以
て
寂
し
、
そ
の
年
十
月
、
神
禾
原
大
善
導
闍
梨
域
内
崇
霊
塔
に
陪
窪
し
た
と
、
記
し
て
あ
る
。
ま
た
、
塚
本
善
隆
著
作
集
第
四
巻
『中
国
浄
土
教
史
の
研
究
』
の
第
二
の
『中
国
浄
土
教
の
発
展
』
に
は
、
七
一
二
年
に
端
坐
念
仏
し
て
寂
し
、
善
導
の
墓
す
な
わ
ち
神
和
原
崇
霊
塔
に
陪
葬
さ
れ
た
。
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
佐
藤
成
順
教
授
は
、
『金
石
文
に
し
の
ぶ
善
導
大
師
像
』
(
『日
中
浄
土
』
第
三
号
)
に
お
い
て
、
さ
ら
に
他
の
多
く
の
学
者
は
、
善
導
大
師
=
二
〇
〇
年
遠
忌
の
と
き
、
神
禾
原
の
大
善
導
闍
梨
の
域
内
の
崇
霊
塔
に
陪
窪
す
る
な
り
。
と
、
読
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
藤
田
宏
達
博
士
は
、
『善
導
』
(
『人
類
の
知
的
遺
産
』
第
十
八
)
に
お
い
て
、
隆
闡
法
師
碑
の
と
こ
ろ
で
は
、
弟
子
の
懐
憚
は
善
導
の
死
を
い
た
み
、
墳
墓
を
建
て
る
た
め
の
よ
い
場
所
を
選
び
、
遂
に
長
安
の
南
の
神
禾
原
に
霊
塔
を
崇
し
、
そ
の
塔
の
そ
ば
伽
藍
を
構
え
、
…
…
と
言
い
な
が
ら
、
善
導
の
霊
塔
(
一
般
に
崇
霊
塔
と
よ
ん
で
い
る
。
)
と
も
言
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
隆
闡
法
師
碑
と
浄
業
法
師
の
こ
こ
の
読
み
方
に
よ
っ
て
、
霊
塔
を
崇
す
、
あ
る
い
は
崇
霊
塔
の
問
題
が
生
じ
善
導
大
師
1
>>10
0
年
遠
忌
当
時
、
崇
霊
塔
と
い
う
呼
び
名
が
固
定
化
し
て
し
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
崇
の
字
自
体
の
意
味
は
、
こ
こ
で
は
「
た
て
る
」
と
か
、
「た
か
く
す
る
」
と
か
、
さ
ら
に
、
「
つ
ち
も
り
を
し
て
た
か
く
す
る
」
と
、
解
釈
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
日
本
語
的
な
崇
霊
塔
の
意
味
で
は
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
神
禾
原
の
大
善
導
闍
梨
域
内
に
陪
窪
し
、
霊
塔
を
崇
く
す
る
な
り
。
と
訓
読
し
、
そ
の
文
意
は
神
禾
原
の
大
善
導
闍
梨
域
内
に
陪
窪
さ
れ
、
霊
塔
を
崇
く
さ
れ
た
。
と
と
り
、
意
味
的
に
は
、
浄
業
法
師
は
、
六
月
十
五
日
に
、
念
仏
を
し
て
入
滅
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
、
五
十
有
八
歳
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
年
の
十
月
二
十
五
日
、
神
禾
原
の
大
善
導
闍
梨
域
内
に
陪
葬
さ
れ
た
。
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。
第
二
の
問
題
点
は
、
浄
業
と
善
導
の
関
係
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
浄
業
が
善
導
の
直
弟
子
か
、
否
か
の
問
題
で
あ
る
。
金
子
寛
哉
先
生
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
常
盤
大
定
博
士
は
『支
那
仏
教
史
蹟
』
第
1
(
1
O
l
頁
)
・
『支
那
仏
教
の
研
究
』
第
一
(四
六
八
頁
)
に
お
い
て
は
、
浄
業
が
懐
感
懐
憚
と
共
に
、
浄
土
教
の
大
成
者
善
導
の
弟
子
で
あ
っ
た
を
知
る
。
と
言
わ
れ
、
ま
た
岩
井
大
慧
博
士
の
『善
導
伝
の
一
考
察
』
(
『日
支
仏
教
史
論
攷
』
一
六
七
頁
)
に
お
い
て
、
浄
業
法
師
碑
の
研
究
一
九
佛
教
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
通
巻
第
十
八
號
二
〇
善
導
の
弟
子
に
し
て
、
そ
の
寂
後
も
、
善
導
の
徳
を
思
慕
し
、
自
ら
も
善
導
の
痙
域
に
埋
葬
さ
れ
ん
こ
と
を
願
っ
た
。
と
言
わ
れ
、
さ
ら
に
松
本
文
三
郎
博
士
も
、
『善
導
大
師
の
伝
記
と
そ
の
時
代
』
(淨
宗
会
編
『善
導
大
師
の
研
究
』
五
一
頁
)
に
お
い
て
、
浄
業
の
入
滅
は
善
導
よ
り
約
三
十
年
、
懐
憚
よ
り
約
十
年
の
後
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
彼
も
善
導
入
室
の
弟
子
で
あ
っ
た
ろ
う
。
と
、
浄
業
が
善
導
大
師
の
弟
子
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
、
塚
本
善
隆
博
士
は
『唐
慈
恩
寺
善
導
禅
師
塔
碑
考
』
に
お
い
て
彼
(浄
業
)
は
或
は
善
導
の
直
弟
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
懐
憚
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
且
善
導
の
教
に
帰
依
し
、
其
芳
触
に
私
淑
し
た
人
で
あ
っ
て
、
:
…
.
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
実
際
、
浄
業
法
師
の
生
没
年
時
を
、
碑
文
よ
り
解
釈
か
ら
す
れ
ば
よ
い
わ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
浄
業
法
師
は
延
和
元
年
(七
=
一)
、
龍
集
壬
子
の
年
の
夏
六
月
十
五
日
に
、
念
仏
を
し
な
が
ら
入
滅
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
、
五
十
有
八
歳
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
六
五
五
年
(永
徽
六
年
)
の
生
ま
れ
と
な
る
。
そ
し
て
善
導
の
生
没
年
時
は
、
『新
修
往
生
伝
』
の
説
に
よ
る
と
、
六
=
二
年
(隋
の
大
業
九
年
)
生
れ
で
、
六
八
一
年
(唐
の
永
隆
二
年
)
に
六
十
九
歳
で
入
滅
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
浄
業
法
師
の
出
家
の
年
時
で
あ
る
。
高
宗
忌
辰
、
方
階
落
彩
、
被
緇
七
日
、
旋
登
法
座
、
観
経
・
疑
論
、
剖
析
玄
微
、
念
定
生
因
、
抑
揚
理
要
。
あ
る
よ
う
に
、
高
宗
の
忌
辰
す
な
わ
ち
六
八
三
(弘
道
元
年
)
に
、
浄
業
は
二
十
八
歳
で
出
家
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
善
導
は
六
八
一
年
に
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
浄
業
は
善
導
が
入
滅
し
て
二
年
後
に
出
家
し
た
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
碑
文
か
ら
す
る
と
塚
本
善
隆
博
士
の
い
う
と
お
り
、
浄
業
は
善
導
の
直
弟
子
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
浄
業
は
亡
く
な
っ
て
、
そ
の
年
の
十
月
二
十
五
日
、
神
禾
原
の
大
善
導
闍
梨
域
内
に
陪
葬
さ
れ
た
こ
と
よ
り
察
す
れ
ば
、
浄
業
は
二
十
八
歳
で
出
家
し
た
が
、
そ
れ
以
前
に
善
導
の
教
え
を
請
う
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
、
或
い
は
二
十
八
歳
以
前
に
出
家
し
、
善
導
の
教
え
を
請
う
て
い
た
こ
と
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
浄
業
と
善
導
と
は
、
直
弟
子
で
は
な
い
が
、
善
導
を
敬
慕
す
る
浄
土
教
者
で
あ
る
こ
と
は
、
明
確
で
あ
る
。
以
上
、
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
善
導
を
中
心
に
浄
業
法
師
碑
を
は
じ
め
隆
闡
法
師
碑
、
龍
門
の
大
盧
舎
那
仏
像
銘
な
ど
を
見
て
い
く
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
碑
文
そ
の
も
の
、
す
な
わ
ち
こ
こ
で
は
、
浄
業
法
師
の
碑
銘
全
体
に
注
目
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
浄
業
法
師
自
身
も
も
っ
と
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
し
、
善
導
と
浄
業
の
関
係
、
懐
憚
と
浄
業
の
関
係
な
ど
の
問
題
に
た
い
し
て
も
貴
重
な
史
料
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
(な
お
、
こ
の
研
究
に
は
、
昭
和
六
十
三
年
度
浄
土
宗
奨
学
会
特
別
研
究
費
を
助
成
さ
れ
た
)
(以
上
)
浄
業
法
師
碑
の
研
究
雪
二
